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町
地
域
防
災
計
画
を
全
面
改
定
 

      地
域
防
災
計
画
と
は
―
―
 

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
策
 

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
町
の
区
 

域
に
お
け
る
災
害
予
防
、
災
害
発
生
 

時
の
対
応
、
復
旧
な
ど
に
関
す
る
総
 

合
的
な
計
画
で
す
。
 

  計
画
の
位
置
付
け
―
―
 

　
こ
れ
ま
で
の
町
地
域
防
災
計
画
は
、
 

内
容
が
簡
素
で
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
 

い
部
分
が
多
い
も
の
で
し
た
。
 

　
こ
の
計
画
を
過
去
の
大
規
模
な
災
 

害
の
教
訓
を
も
と
に
、
近
年
の
防
災
 

を
め
ぐ
る
社
会
構
造
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
計
画
内
容
の
全
面
的
な
見
直
 

し
を
図
り
、
総
合
的
な
対
策
と
し
て
 

定
め
ま
し
た
。
 

  見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
―
―
 

①
福
島
県
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
 

　
性
の
確
保
 

②
地
震
災
害
対
策
を
強
化
す
る
た
め
 

　
の
計
画
（
震
災
対
策
計
画
）
を
新
 

　
た
に
策
定
 

③
平
成
　
年
の
大
雪
時
の
教
訓
を
踏
 

　
ま
え
た
豪
雪
対
策
の
強
化
 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
対
応
 

     ⑤
道
の
駅
「
に
し
あ
い
づ
」
の
防
災
 

　
拠
点
施
設
化
 

   
計
画
の
構
成
は
―
― 

 
第
１
章
　
総
則 

第
２
章
　
災
害
予
防
計
画 

第
３
章
　
災
害
応
急
対
策
計
画 

第
４
章
　
災
害
復
旧
対
策
計
画 

第
５
章
　
震
災
対
策
計
画 

の
５
章
立
て
で
構
成
さ
れ
、
別
に
　

ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
資
料
編
を
整
備
し 

て
い
ま
す
。
 

  マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
―
―
 

　
町
で
は
、
改
訂
さ
れ
た
防
災
計
画
 

の
内
容
に
基
づ
き
、
自
主
防
災
組
織
 

の
結
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
計
 

画
的
に
各
種
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
災
 

害
予
測
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
な
 

ど
を
整
備
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 　
昨
年
の
新
潟
中
越
沖
地
震
の
惨
状
 

を
目
の
当
た
り
に
し
て
か
ら
ま
も
な
 

く
、
今
度
は
宮
城
・
岩
手
内
陸
地
震
 

の
発
生
、
全
国
各
地
で
の
ゲ
リ
ラ
豪
 

  雨
と
相
次
い
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
 

　
災
害
は
「
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
て
 

も
お
か
し
く
な
い
」
状
況
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

   　
計
画
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
 

す
ぐ
に
防
災
力
が
向
上
す
る
わ
け
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 

  　
肝
心
な
の
は
、
皆
さ
ん
の
普
段
か
 

ら
の
心
構
え
と
正
し
い
行
動
で
す
。
 

　
町
で
は
、
普
段
の
心
構
え
と
正
し
 

い
行
動
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
 

め
に
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
第
１
段
 

と
し
て「
防
災
ガ
イ
ド
」を
作
成
し
、
 

皆
さ
ん
に
お
配
り
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
５
 

18

45

8月30日から9月5日は「防災週間」です！ 
　これからの季節、台風・大雨などによる河川の氾濫や浸水、 

土砂災害に十分注意しましょう。また、突然襲ってくる地震 

では、ほとんどの人がパニックになってしまいます。 

　そんな時のために、普段からの備えが肝心です。 

  

その１　水害・土砂災害に備えて 

○天気予報や気象情報に気をつける　　　　　 

○急傾斜地などの危険な箇所を調べておく 

○非常食や持ち出す物などを 

　準備しておく（地震共通） 

○避難場所や避難路を確認し 

　ておく（地震共通） 

○危険を感じたら避難は早めに 

  

その２　地震に備えて 

○家の回りのひび割れや壊れている 

　ところはないか点検しておく 

○寝室、居間、おとしより、乳幼児 

　のいる部屋にはできるだけ家具は置かない 

○家具や屋外のガスボンベは、壁な 

　どにしっかり固定する 

○家族で話し合い、万一の場合の役割 

　分担や集合場所などを決めておく 

70 
 

高
め
よ
う
！
　
地
域
防
災
力
―
 

 

平成16年新潟県中越地震（写真提供：喜多方地方広域市町村圏消防本部） 

防
災
の
日
特
集
 

等
に
配
慮
し
、
見
直
し
を
行
い
ま
し
 

た
。
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　　　　　　平成元年　　平成２０年 

団 員 数　　６４３名　　　４５２名 

平均年齢　３５．６歳　　４２．０歳 

※現在33名の欠員が生じています。 

消防団員の今と昔 

な
く
て
は
な
ら
な
い
消
防
団
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
消
防
団
 

町消防団団長 
渡部　修さん 
（白坂） 

西会津消防署 
岩橋隆明さん 

                     　
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
 

き
市
町
村
が
設
置
す
る
消
防
機
関
で
、
 

団
員
の
身
分
は
特
別
職
の
地
方
公
務
 

員
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
消
防
 

団
の
組
織
は
、
地
域
住
民
の
有
志
で
 

構
成
さ
れ
て
い
て
、
自
分
の
生
業
を
 

持
ち
な
が
ら
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
 

で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
 

活
動
し
て
い
ま
す
。
 

　
消
防
団
は
、
世
界
に
誇
れ
る
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
と
い
え
ま
す
。
 

                    　
消
防
団
が
制
度
と
し
て
発
足
し
て
 

か
ら
　
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

　
人
間
で
い
え
ば
還
暦
を
迎
え
た
消
 

防
団
は
、
今
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
 

え
て
い
ま
す
。
 

　
ひ
と
昔
前
な
ら
「
消
防
団
に
入
っ
 

て
一
人
前
」
と
い
わ
れ
、
地
域
の
青
 

年
層
中
心
の
構
成
で
し
た
が
、
近
年
 

は
少
子
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
増
加
、
 

個
性
の
尊
重
と
い
っ
た
影
響
か
ら
、
 

青
年
層
の
入
団
者
は
少
な
く
、
こ
の
 

こ
と
が
団
員
の
減
少
と
高
年
齢
化
に
 

拍
車
を
か
け
、
団
員
不
在
地
域
も
で
 

て
く
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
消
 

防
団
の
今
後
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
 

                　
若
い
世
代
が
入
団
を
躊
躇
す
る
理
 

由
と
し
て
、「
消
防
団
は
き
つ
い
」「
仕
 

事
で
出
ら
れ
な
い
と
迷
惑
を
か
け
る
」
 

「
出
動
が
多
く
て
自
由
な
時
間
が
な

く
な
る
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
消
防
団
員
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
 

　
「
自
分
の
地
域
を
守
ら
ね
ば
」
と
 

い
っ
た
責
任
感
あ
る
若
い
団
員
も
数
 

多
く
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
消
防
団
 

の
活
動
は
家
族
や
勤
務
先
の
理
解
な
 

く
し
て
成
り
立
た
な
い
の
も
事
実
で
 

す
。
 

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
消
防
 

団
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
消
防
団
の
運
営
に
つ
い
て
、
町
消

防
団
団
長
の
渡
部
修
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
 

                                　
町
に
は
消
防
団
の
ほ
か
に
常
備
消

防
と
し
て
、
西
会
津
消
防
署
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

60

世
界
に
誇
れ
る
 

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

消
防
署
か
ら
見
た
消
防
団
 

消
防
団
の
現
状
 

時
代
に
即
し
た
消
防
団
へ
 

　
消
防
署
が
あ
れ
ば
消
防
団
は
な
く
 

て
も
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
人
が
い
 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
そ
 

う
な
の
で
し
ょ
う
か
？
 

　
西
会
津
消
防
署
の
岩
橋
隆
明
さ
ん
 

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

 

 
　消防団は地域になくてはならない

存在です。 

　災害から地域を守るためには、地

域で暮らし、地域をよく知る地元の

人の力が必要です。 

　消防団の活動は特別ではありま

せん。消防団員は「地域を守りた

い」という気持ちで参加しています。

　そして世代を超えた地域住民の仲

間づくりの場にもなっています。 

　自分の町を、みんなの町を守るた

め、消防団への入団をお願いします。 

【問い合わせ先】 

　町民情報課町民生活係　 

　　　　　　４５－２２１５ 

。
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  成
人
者
名
簿
か
ら
　
　
〈
敬
称
略
〉
 

【
野
沢
地
区
】
　
　
名
（
世
帯
主
）
 

１
町
内
　
齋
藤
亜
佑
子
（
耕
一
郎
）
 

２
町
内
　
石
川
　
恭
史
（
純
　
一
）
 

３
町
内
　
鴇
巣
　
真
也
（
順
　
子
）
 

４
町
内
　
小
島
祥
太
郎
（
暁
　
介
）
 

６
町
内
　
清
野
　
絢
子
（
俊
　
輔
）
 

　
　
　
　
三
留
　
悠
生
（
正
　
春
）
 

８
町
内
　
渡
部
　
裕
太
（
和
　
夫
）
 

９
町
内
１
　
加
藤
　
　
瞳
（
岩
城
宗
吉
）
 

　
町
内
　
佐
藤
　
悠
平
（
忠
　
一
）
 

　
　
　
　
多
賀
　
元
紀
（
新
　
誠
）
 

四
　
岐
　
大
沼
　
憲
和
（
喜
　
明
）
 

芝
　
草
　
五
十
嵐
栄
太
郎
（
栄
　
作
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
　
瞳
（
　
賢
　
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
　
倫
（
幸
　
司
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
美
加
（
武
　
子
）
 

　
　
　
　
八
幡
　
瑠
璃
（
博
　
行
）
 

堀
　
越
　
渡
部
　
沙
樹
（
英
　
樹
）
 

　
　
　
　
齋
藤
　
英
行
（
正
　
信
）
 

　
　
　
　
斎
藤
　
京
太
（
初
　
徳
）
 

牧
　
　
　
渡
部
友
里
恵
（
常
　
男
）
 

　
　
　
　
江
川
　
健
幸
（
誠
　
作
）
 

　
　
　
　
山
本
　
善
裕
（
善
　
一
）
 

安
　
座
　
須
藤
　
拓
郎
（
敏
　
雄
）
 

 【
尾
野
本
地
区
】
　
名
 

西
　
原
　
古
賀
み
な
み
（
祐
　
子
）
 

萱
　
本
　
渡
部
　
　
綾
（
善
　
紀
）
 

　
　
　
　
渡
部
　
裕
也
（
恭
　
男
）
 

　
　
　
　
川
瀬
　
由
佳
（
典
　
宏
）
 

松
　
尾
　
鈴
木
　
博
幸
（
　
靜
　
）
 

　
　
　
　
二
瓶
　
翔
子
（
周
　
栄
）
 

　
　
　
　
野
原
　
圭
貴
（
　
誠
　
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
貴
司
（
　
正
　
）
 

尾
　
登
　
石
川
　
博
俊
（
　
博
　
）
 

　
　
　
　
斎
藤
友
加
里
（
一
　
則
）
 

下
小
島
　
佐
藤
　
聖
矢
（
正
　
光
）
 

西
　
林
　
佐
藤
　
和
也
（
　
満
　
）
 

西
林
東
　
矢
部
　
光
彩
（
稔
　
樹
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
　
三
瓶
　
李
奈
（
隆
　
一
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
晃
（
　
正
　
）
 

　
　
　
　
薄
　
　
勝
也
（
三
　
平
）
 

上
小
島
　
佐
藤
　
一
広
（
信
　
一
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
隆
宏
（
　
誠
　
）

　
　
　
　
目
黒
　
信
良
（
日
出
男
）
 

縄
　
沢
　
青
津
　
京
介
（
　
仁
　
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
恵
（
　
充
　
）
 

長
　
桜
　
目
黒
　
　
渉
（
信
　
一
）
 

小
杉
山
　
田
崎
み
の
り
（
宗
　
作
）
 

黒
　
沢
　
海
老
名
祐
治
（
治
　
男
）
 

出
ヶ
原
　
佐
藤
　
　
徹
（
博
　
美
）
 

　
　
　
　
目
黒
　
直
人
（
義
　
光
）
 

牛
　
尾
　
安
味
　
将
志
（
幹
　
夫
）
 

　
　
　
　
目
黒
　
祥
子
（
　
一
　
）
 

山
　
口
　
高
橋
　
和
也
（
美
喜
雄
）
 

　
　
　
　
高
橋
沙
津
希
（
光
　
雄
）
 

軽
　
沢
　
鈴
木
　
聡
子
（
寛
　
美
）
 

 【
群
岡
地
区
】
　
　
名
 

上
野
尻
　
成
田
　
孝
之
（
三
　
次
）
 

　
　
　
　
石
川
　
将
人
（
斉
藤
良
悦
）
 

　
　
　
　
齋
藤
　
嵩
大
（
昭
　
一
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
　
望
（
　
泰
　
）
 

下
野
尻
　
石
川
　
真
成
（
丈
　
夫
）
 

　
　
　
　
伊
藤
　
美
保
（
一
　
男
）
 

　
　
　
　
嶋
田
　
温
子
（
之
　
仁
）
 

白
　
坂
　
石
川
　
智
子
（
　
伸
　
）
 

31

11

23

10
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出席者数 

区　分 

野　沢 

尾野本 

群　岡 

新　郷 

奥　川 

合　計 

 

男 

13 

19 

 6 

 4 

 3 

45

 

女 

10 

12 

 5 

 7 

 2 

36

 

計 

23 

31 

11 

11 

5 

81

成
人
証
書
を
受
け
取
る
 

　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
温
子
さ
ん
 

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
春
輔
さ
ん
 

　新成人の皆さんに、成人を迎えた感想や将来の夢な 
ど、今しか書けないことを記帳していただきました。 

　
８
月
 
日
、
西
会
津
中
学
校
で
平
 

成
 
年
度
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
今
年
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、
 

昭
和
 
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
 

男
性
 
名
、
女
性
 
名
の
計
 
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、山
口
町
長
の
式
辞
の
後
、
 

新
成
人
を
代
表
し
嶋
田
温
子
さ
ん
 

（
下
野
尻
）
に
成
人
証
書
が
、
ま
た
 

五
十
嵐
栄
太
郎
さ
ん
（
芝
草
）
に
記
 

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、井
上
春
輔
さ
ん（
道
目
）
 

が
新
成
人
を
代
表
し
て
「
二
十
歳
に
 

な
っ
た
今
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
 

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
行
か
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
 

自
分
中
心
の
考
え
や
行
動
を
改
め
、
 

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
常
に
持
ち
、
 

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
社
会
的
常
識
と
責
任
を
持
 

ち
、
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
く
覚
悟
 

で
す
。
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
の
皆
 

さ
ん
に
成
人
を
迎
え
た
感
想
や
将
来
 

の
夢
な
ど
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
 

「
二
十
歳
の
主
張
」
が
、
実
行
委
員
 

よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、今
回
は「
町
長
と
話
そ
う
」
 

と
い
う
企
画
で
、
新
成
人
の
代
表
者
 

が
町
へ
の
考
え
や
提
言
を
一
人
一
言
 

形
式
で
、
町
長
と
対
談
を
行
い
ま
し
 

た
。
 

宝
　
川
　
渡
部
　
真
友
（
憲
　
一
）
 

屋
　
敷
　
藤
原
　
正
人
（
　
　
昭
）
 

楢
木
平
　
佐
藤
さ
お
り
（
　
力
　
）
 

 【
新
郷
地
区
】
　
　
名
 

高
　
目
　
西
田
　
友
和
（
力
　
衛
）
 

呼
　
賀
　
伊
藤
　
美
希
（
武
　
雄
）
 

原
　
　
　
後
藤
　
貴
史
（
作
　
一
）
 

新
　
村
　
薄
　
　
歩
美
（
　
勉
　
）
 

　
　
　
　
薄
　
　
結
衣
（
英
　
城
）
 

滑
　
沢
　
仲
根
　
　
優
（
美
　
雄
）
 

滝
　
坂
　
五
十
嵐
美
穂
（
禎
　
一
）
 

柴
　
崎
　
武
藤
　
美
穂
（
文
　
夫
）
 

　
　
　
　
武
藤
　
雅
俊
（
庄
　
三
）
 

　
　
　
　
武
藤
　
　
幹
（
幸
次
郎
）
 

橋
　
屋
　
山
崎
　
　
泰
（
　
良
　
）
 

【
奥
川
地
区
】
　
５
名
 

道
　
目
　
島
山
　
夏
海
（
井
上
國
男
）
 

　
　
　
　
井
上
　
春
輔
（
春
　
己
）
 

山
　
浦
　
三
瓶
　
剛
寛
（
純
　
一
）
 

出
　
戸
　
三
瓶
　
竜
也
（
虎
　
一
）
 

小
綱
木
　
荒
海
　
美
奈
（
久
　
雄
）
 

11

15

20
6345

36

81
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※申込みをしている方は、後日、保健指導員から配付さ 

　れるチラシをご覧ください。 

※これから申込みをしたい方は、保健センターへお問い 

　合わせください。　（　４７－２３０６） 

対象者　４０歳以上で、昨年度受診しなかった方 

実施日　９月中旬～来年１月中旬 

場　所　喜多方市内の指定医療機関 

武藤由紀乃ちゃん 
（樟山・修一） 

物永　大知くん 
（下小島・毅） 

長谷川柊璃ちゃん 
（松尾・美幸） 

　
７
月
　
日
、
３
歳
児
６
名
を
対
象
に
健
康
診
 

査
を
行
っ
た
結
果
、
む
し
歯
の
な
い
子
は
３
名
 

で
し
た
。
 

23

9月はがん征圧月間です 

   　
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
 

の
受
診
率
は
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
来
年
も
 

う
一
度
同
じ
結
果
が
出
た
ら
行
く
な
ど
と
放
置

し
て
い
る
方
が
毎
年
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
検

診
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
「
要
精
検
」
に
な
っ
た
方
は
、
す
ぐ
に
医
療
 

機
関
で
精
密
検
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

   　
全
国
的
に
乳
が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
の
中
で
は
、
乳
が
ん
で
治
療
し
て

い
る
方
が
、
が
ん
の
中
で
４
番
目
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
乳
が
ん
検
診
で
は
、
乳
房
専
用
の
Ｘ
線
撮
影
 

機
を
使
い
、
し
こ
り
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
る
 

前
に
、
が
ん
を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
検
診
も
２
年
に
１
回
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
歳
に
な
っ
た
ら
、
２
年
 

に
１
回
、
検
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

  　
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
 

す
。
そ
の
た
め
に
は
が
ん
検
診
を
毎
年
受
け
る

と
と
も
に
、
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

　
町
の
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
は
、
ど
の
検
診
 

も
県
と
比
べ
て
、
受
診
率
は
ほ
ぼ
同
じ
か
、
そ
 

れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
受
診
率
の
最
も
低
い
 

検
診
は
、乳
が
ん
検
診
で
す
。
ま
た「
要
精
検
」
 

と
な
っ
た
方
の
精
密
検
査
の
受
診
率
は
、
胃
が
 

ん
検
診
や
大
腸
が
ん
検
診
が
、
県
よ
り
も
下
回
 

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

40

「
要
精
検
」
に
な
っ
た
方
は
 

　
　
　
　
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！
 

女
性
は
乳
が
ん
検
診
を
２
年
に
１
回
、
 

　
　
　
　
　
　
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
 

町
の
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
 

※　　　精密検査受診率が県を下回っている検診 

胃がん検診 

肺　　〃 

大腸　〃 

子宮　〃 

乳　　〃 

４９．６ 

７１．５ 

３６．１ 

２１．１ 

１８．３ 

１６．１ 

３９．５ 

２５．９ 

２２．１ 

１５．６ 

７７．６ 

８８．９ 

６８．７ 

１００ 

８８．９ 

８５．０ 

８６．４ 

７５．０ 

８９．６ 

８９．７ 

Ｈ18年度 
がん検診 
受診状況 

検診受診率（％） 

県 町 

精密検査受診率（％） 

県 町 
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　８月２日、３日の２日間にわたり、東京都の世田谷 
区民まつりの物産展に参加し、町の特産品であるミネ 
ラル野菜や車麩そして日本酒などを販売してきました。 
　この物産展には、地元である世田谷区のほか、全国 
から３６の自治体が参加し、それぞれが自分たちの自 
治体をＰＲしました。 
　物産展は、２日間とも大盛況で、また西会津ブラン 
ドの物産は好評で、本町のブースの前は黒山の人だか 
りでした。 

　いわき市豊間小学校との夏季交流が、７月２６日、 
２７日の２日間に、また沖縄県大宜味村との夏季交流 
事業が、７月３０日から８月２日の４日間にわたって 
開催されました。 
　いわき交流には、町内各小学校の５年生７２名が参 
加し、豊間小学校児童と磯遊びやスイカ割りなどで交 
流を深め合いました。 
　また、沖縄県大宜味村との夏季交流には、町内の小 
学６年生１５名、中学生３名が参加し、大宜味村児童 
の家にホームステイをし、友情を深め合うとともに、 
沖縄の伝統芸能や文化について学んできました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
８
月
　
日
、
山
口
町
長
が
福
 

島
市
の
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
 

支
部
を
訪
れ
、
「
岩
手
・
宮
城
 

内
陸
地
震
」
の
被
災
地
の
復
興
 

の
た
め
の
義
援
金
を
同
支
部
の
 

高
萩
事
務
局
長
へ
手
渡
し
ま
し
 

た
。
 

　
こ
の
義
援
金
は
、
各
自
治
区
 

や
社
会
福
祉
団
体
、
個
人
等
か
 

ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
総
額
 

で
１
１
０
万
３
　
７
４
４
円
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
、
あ
 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
８
月
１
日
、
尾
野
本
保
育
所
で
 

夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
を
待
ち
に
待
っ
た
児
童
 

た
ち
は
、
保
護
者
の
用
意
し
た
か
 

き
氷
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
を
 

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
 

い
で
は
、
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
、
 

着
て
い
た
浴
衣
を
び
し
ょ
ぬ
れ
に
 

す
る
児
童
も
い
ま
し
た
。
 

　
会
の
最
後
に
は
み
ん
な
で
花
火
 

を
し
て
、
初
夏
の
夕
べ
を
楽
し
み
 

ま
し
た
。
 

30

,

平
和
祈
念
公
園
に
て
 

　
　
　
　
（
沖
縄
交
流
）
 

み
ん
な
に
砂
に
埋
め
ら
れ
ま
し
た
 

　
　
　
　
　
　
（
い
わ
き
交
流
）
 

▲
 

▲
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

国際交流員　ニサ・シャノンさん（左） 
外国語指導助手　ジョナサン・ダートさん（右） 

奥川「新町集会所」での応援 

道の駅「交流物産館よりっせ」での応援 

北
京
五
輪
マ
ラ
ソ
ン
　
敦
之
選
手
 

町
民
一
丸
の
応
援
が
後
押
し
 

西
会
津
町
佐
藤
敦
之
君
を
応
援
す
る
会
　
大
応
援
会
を
開
催
 

町
民
一
丸
の
応
援
が
後
押
し
 

  北
京
五
輪
マ
ラ
ソ
ン
　
敦
之
選
手
 

        　
町
で
は
幼
児
期
か
ら
の
語
学
力
向
上
と
国
際

社
会
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、
 

外
国
青
年
を
招
い
て
の
交
流
活
動
や
語
学
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
８
月
　
日
（
月
）
、
町
役
場
で
新
し
く
国
際

交
流
員
と
し
て
招
い
た
ニ
サ
・
シ
ャ
ノ
ン
さ
ん

と
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
招
い
た
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
ダ
ー
ト
さ
ん
の
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。
 

　
８
月
　
日
（
金
）
、
２
人
は
中
学
校
で
全
校

生
徒
に
紹
介
さ
れ
、
新
し
い
環
境
で
の
仕
事
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

18

　
８
月
　
日
（
日
）
、
道
の
駅「
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
」と
奥
川「
新
町
集
会
所
」で
本
町
に
縁
の
 

あ
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
　
佐
藤
敦
之
選
手
の
大
応
援
会
が
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
こ
の
応
援
会
は
、
「
西
会
津
町
佐
藤
敦
之
君
を
応
援
す
る
会
」
が
主
催
し
た
も
の
で
、
 

敦
之
選
手
が
代
表
に
決
定
し
て
か
ら
、
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
、
横
断
幕
や
垂
れ
幕
の
 

設
置
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
大
会
当
日
の
大
応
援
会
に
は
２
つ
の
会
場
合
わ
せ
て
約
１
２
０
名
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
敦
之
 

選
手
の
会
津
魂
を
感
じ
る
実
直
な
走
り
に
、
熱
い
声
援
を
送
り
続
け
ま
し
た
。
酷
暑
な
ど
に
よ
り
 

　
名
の
選
手
が
途
中
棄
権
す
る
中
で
、
敦
之
選
手
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　
応
援
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

24

19

22
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チームの皆さん　気合入っています！ 

◇日時　親子スイミング‥毎週金曜日　午後６時半から７時半まで 
　　　　水中ウォーキング‥毎週木曜日　午後６時半から７時半まで 
◇会場　さゆり公園温水プール 
◇内容　町水泳協会員の指導により、親子スイミングで 
　　　　は水に親しむことから４泳法の習得、水中ウォ 
　　　　ーキングでは関節等に優しく脂肪燃焼に効果的 
　　　　な運動を行っています。 
【問い合わせ先】町公民館　　４５－３２４４ 

い
つ
も
優
し
く
 

　
時
に
は
厳
し
く
指
導
し
ま
す
 

選手名簿 
 

　
県
内
各
市
町
村
の
交
流
と
 

生
き
が
い
の
あ
る
健
康
な
社
 

会
を
築
く
と
と
も
に
、
軟
式
 

野
球
の
普
及
と
ふ
る
さ
と
お
 

こ
し
を
目
的
に
、
第
２
回
市
 

町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
 

大
会
が
９
月
　
日
（
日
）
か
 

ら
県
営
あ
づ
ま
球
場
で
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
県
内
全
市
町
村
 

が
参
加
し
、
　
月
　
日（
日
）
 

の
決
勝
戦
ま
で
、
ふ
る
さ
と
 

の
名
誉
を
懸
け
て
熱
戦
を
繰
 

り
広
げ
ま
す
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
本
町
チ
 

ー
ム
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

2810

26

市町村対抗軟式野球大会に出場します 

応援よろしく！ 

監　督 

主　将 

コーチ 

コーチ 

投　手 

〃 

〃 

〃 

捕　手 

〃 

〃 

内野手 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

外野手 

〃 

〃 

〃 

〃 

伊　藤　一　男 

新　田　佳　男 

五十嵐　章　二 

黒　澤　将　幸 

河　瀬　　　治 

安　部　信　仁 

岩　原　　　仁 

斎　藤　慎　司 

塚　原　　　学 

星　　　光　輔 

笠　間　義　崇 

藤　原　　　伸 

橋谷田　和　弘 

江　川　恵　一 

飯　嶋　竜　太 

和　田　武　士 

伊　藤　大　輔 

簗　田　新　一 

根　本　史　彦 

根　本　雅　彦 

西　田　　　裕 

長谷川　大　地 

西　田　和　樹 

齋　藤　　　淳 

渡　部　　　暁 

鈴　木　洋　也 

江　川　正　樹 

佐　藤　健　吾 

下野尻 

芝　草 

５町内 

芝　草 

阿賀町（萱本） 

安　座 

安　座 

尾　登 

上野尻 

四　岐 

会津若松市（10町内） 

下野尻 

上野尻 

さゆりが丘 

１０町内 

１０町内 

１０町内 

松　尾 

６町内 

６町内 

安　座 

安　座 

安　座 

上野尻 

２町内 

軽　沢 

牧 

上野尻 

 

氏　　　名 

 

自　治　区 

 

大
会
出
場
あ
い
さ
つ
 

 

チーム編成責任者 

（町野球協会長） 

田中　英喜さん 
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がんばってます！西中生 

みんなの広場 みんなの広場 
須
藤
　
秀
美
 

　
〔
9
町
内
2
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
満
山
陽
子
さ
ん
（
６
町
内
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
徒
然
草
（
吉
田
兼
好
）』
こ
の
本
は
、
社
会
人
の
方
全
般
に
。
特
 

に
　
歳
以
上
の
人
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。」
 

　
「
教
科
書
で
お
馴
染
み
の
古
文
の
王
道
で
す
。
室
町
時
代
の
エ
ッ
セ
 

イ
集
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
集
英
 

社
（
著
者
〜
永
井
道
子
）
の
も
の
が
読
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
無
常
（
死
）
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
の
に
、
そ
の
文
体
が
美
し
い
 

と
こ
ろ
。」
 

だ
そ
う
で
す
。
 

　
最
後
に「
学
生
時
代
の
学
校
の
授
業
で
は
、文
法
に
忙
殺
さ
れ
て『
こ
 

の
文
章
の
ど
こ
が
面
白
い
ん
だ
？
』
と
疑
問
で
し
た
が
、
年
を
と
っ
て
 

み
る
と
、
作
者
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
屈
抜
き
で
、
す
ん
な
り
と
理
 

解
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
面
白
さ
 

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
 

　
先
程
の
集
英
社
の
も
そ
う
で
す
 

が
、
現
代
作
家
が
子
ど
も
向
け
や
 

わ
か
り
や
す
く
書
き
下
ろ
し
て
く
 

れ
て
い
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
 

ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
も
な
か
な
 

か
で
あ
な
ど
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
 

を
読
む
こ
と
で
、
き
っ
と
原
文
も
 

読
み
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 

　仲川　香さん（８月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　娘ともどもお世話になっております。 
学校（小学校）楽しく過ごしましょう 

あなたの趣味は？ 
　絵本収集。花の写真撮影 
 
あなたの特技は？ 
　子どものヘアーアレンジ。 
それとノートのはじっこに描 
くようなふざけたイラストを 
描くこと 
 
熱中していることは？ 
　ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」 
を観ること 
 
あなたのモットーは？ 
　早寝・早起き・朝ごはん！！ 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　とっつきにくい人　 
 
最近感動したことは？ 
　いわき交流に行った長男が、 
少ないお小遣いの中から、家 
族全員のおみやげを買ってき 
てくれたこと 
 
これからやってみたいことは？ 
　歴史ある街（広島など）を 
旅行してみたいです 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ・Ｓさん（上野尻） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
平
成
　
年
夏
 
喜
多
方
市
立
山
都
 

　
第
三
小
学
校（
前
任
校
）の
花
壇
』
　
 

　
「
土
づ
く
り
か
ら
種
ま
き
、仮
植
、
 

　
　
苗
植
え
、
水
や
り
、
除
草
、
種
 

　
　
と
り
と
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
 

　
　
地
域
の
方
の
協
力
で
作
り
あ
げ
 

　
　
ま
し
た
」
 

35

19　第８回ＡＡ全国中学生ＫＢ野球選手権大会に出場 
する西会津中学校３年生の三留怜央くん（上野尻） 
と佐藤大夢くん（宝川）が、７月３１日に出場の報 
告に町長室を訪れました。 
　また、８月４日には中体連水泳県大会５０Ｍ自由 
形と１００Ｍ自由形で入賞し、東北大会に出場する 
五十嵐一樹くん（芝草）が出場報告に訪れました。 
　西中生のますますの活躍を期待しています。 
 
※今月号の文芸コーナーは、都合によりお休みさせていた 

　だきます。 

がんばってます！西中生 

顧
問
の
渡
部
教
諭
（
右
）
 

五
十
嵐
一
樹
く
ん
（
左
）
 

長
谷
川
教
頭
（
右
）
 

三
留
怜
央
く
ん
（
中
）
 

佐
藤
大
夢
く
ん
（
左
）
 

 

 

▲
 

▲
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◆重点目標 
①全ての座席のシートベルトとチ 
　ャイルドシートの正しい着用 
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転 
　車乗用中の交通事故防止 
③飲酒運転の根絶 

９月２１日～３０日 

　住宅・土地統計調査は、住宅及び住宅以外で人が 
居住する建物に関する実態、現住居以外の住宅及び 
土地の保有状況、住宅等に居住している世帯に関す 
る実態を調査し、その現状と推移を明らかにするこ 
とにより、住宅・土地関連諸施策の基礎資料を得る 
ことを目的としています。 
　対象となった世帯には、９月下旬に調査員が調査 
票を持ってお伺いします。調査票の回収は１０月に 
なってから再度調査員がお伺いしますので、無くし 
たり汚したりせずに、記入漏れがないように記入し 
提出してください。 
 
　　　　　　　　　総務省統計局 
【問い合わせ先】 
　　　　総務税政課総務係　　４５－２２１１ 

14

13

25

10

30

16

30

15

50

45

10
14

10

17

14
30

19

   　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
 

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
８
日
 

か
ら
　
日
ま
で
の
７
日
間
を
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強

化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
体
罰
な

ど
子
ど
も
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
 

局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
 

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
期
　
間
 

　
９
月
８
日
（
月
）
〜
 

　
　
　
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間
 

◆
時
　
間
 

　
８
時
　
分
〜
　
時
ま
で
 

　
※
た
だ
し
、
　
日
（
土
）
・
　
日
 

　
　
（
日
）
は
　
時
〜
　
時
ま
で
 

◆
電
話
番
号
 

　
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０
 

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
 

　
　
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
９
４
 

   　
福
島
労
働
局
で
は
、
総
合
労
働
相
 

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
解
雇
、
労
 

働
条
件
、
募
集
・
採
用
な
ど
、
労
働
 

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
 

い
て
、
総
合
労
働
相
談
員
が
労
働
者
 

・
事
業
主
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
、
 

紛
争
の
自
主
的
な
解
決
を
促
進
す
る

た
め
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
 

し
て
当
事
者
か
ら
援
助
を
求
め
ら
れ
 

た
場
合
に
は
、
労
働
局
長
の
助
言
・
 

指
導
や
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
 

っ
せ
ん
に
よ
り
、
解
決
に
向
け
て
福
 

島
労
働
局
が
無
料
で
お
手
伝
い
を
し
 

て
い
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
名
　
称
 

　
会
津
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

◆
所
在
地
 

　
〒
９
６
５
―
０
８
０
３
 

 
 
会
津
若
松
市
城
前
２
―
 

　
　
　
会
津
労
働
基
準
監
督
署
内
 

◆
電
話
番
号
 

　
０
２
４
２
―
２
６
―
６
４
９
４
 

  　
県
で
は
、
ニ
ー
ト
に
つ
い
て
の
悩
 

み
ご
と
や
困
り
ご
と
に
関
す
る
「
巡
 

回
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
方
な
 

ど
か
ら
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。
 

◆
日
　
時
 

　
９
月
　
日
（
木
）
　
時
〜
　
時
 

◆
場
　
所
 

　
県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 

◆
定
　
員
 

　
５
名
（
１
人
あ
た
り
　
分
）
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
商
工
労
働
部
労
政
課
 

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
８
２
０
９
 

   　
福
島
県
司
法
書
士
会
と
社
団
法
人
 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
 

ポ
ー
ト
ふ
く
し
ま
支
部
で
は
、
高
齢
 

者
や
障
が
い
者
に
関
す
る
無
料
相
談
 

会
を
開
催
し
ま
す
。
 

◆
日
　
時
 

　
９
月
７
日
（
日
）
 

　
　
９
時
　
分
〜
　
時
　
分
 

◆
場
　
所
 

　
福
島
県
司
法
書
士
会
館
 

◆
相
談
電
話
 

　
０
２
４
―
５
３
５
―
７
８
５
２
 

◆
相
談
内
容
 

　
　
相
続
・
遺
言
・
贈
与
・
登
記
に
 

　
関
す
る
こ
と
、
税
金
問
題
、
人
権
 

　
問
題
、
年
金
・
介
護
保
険
・
福
祉
 

　
問
題
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
、
 

　
そ
の
他
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
関
 

　
わ
る
法
律
問
題
　
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
司
法
書
士
会
 

　
　
０
２
４
―
５
３
４
―
７
５
０
２
 

   　
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
 

で
は
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
 

保
及
び
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
 

の
一
環
と
し
て
、
農
業
経
営
や
資
金
 

貸
付
等
農
業
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
 

し
て
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
設
 

置
し
ま
し
た
。
 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
場
所
　
役
場
経
済
振
興
課
内
 

◆
事
務
局
　
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
（
担
当
）
上
野
 

◆
電
話
番
号
　
　
―
４
５
３
１
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橋谷田　フジノ（95）昌　司　　母　　４町内 
新　田　シノブ（79）幸　一　　母　　５町内 
伊　藤　平五郎（85）康　広　　祖父　　堀　越 
齋　藤　キヨイ（90）貞　雄　　母　　堀　越 
安　部　チルヨ（88）信　雄　　母　　安　座 
阿　部　妙　子（70）貞　雄　　妻　　西　原 
井　上　榮　子（72）義　美　　妻　　西　原 
齋　藤　フジヨ（95）敬一郎　　母　　萱　本 
杉　原　徳　美（76）徳　夫　　父　　松　尾 
物　江　富美枝（52）正　俊　　妻　　下小島 
五十嵐　久　子（73）榮　一　　妻　　縄　沢 
齋　藤　和　夫（79）信　也　　父　　上野尻 
内　海　正　志（83）　健　　　父　　下野尻 
大　石　ふみ江（91）幸　弘　　祖母　　下野尻 
藤　原　寿　満（35）ヤイ子　　子　　熊　沢 
佐　藤　　　明（52）久美子　　夫　　柴　崎 
武　藤　昭　伍（77）昭　雄　　父　　柴　崎 
岩　橋　善一郎（75）英　子　　夫　　中　町 
長谷川　三　志（62）鉄　次　　子　　梨　平 
小　椋　智江子（65）忠　雄　　妻　　弥　生 

人　口　　８，２２３人　　　－２４人 
　男　　　３，９３７人　　　－ ８人 
　女　　　４，２８６人　　　－１６人 
世　帯　　２，９２０世帯　　－ ２世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

◆日時　９月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

9月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

9月10日（水） 納期限 

○国民健康保険税第3期 
○介護保険料第4期 

9月30日（火） 納期限 

県立喜多方病院  
斉 藤 医 院  
あらい内科循環器科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 
星 医 院  
小 野 病 院  
高橋小児クリニック 
そね内科クリニック 
佐 藤 病 院  
志 波 医 院  
有 隣 病 院  
武 田 医 院  
長谷川内科消化器科医院 
わたなべクリニック 
あみウイメンズクリニック 
あかぎ内科消化器科医院 
佐 原 病 院  
手 代 木 医 院  
に い で ら 診療所  
いとう子どもクリニック 
前 田 眼 科 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
鳴 瀬 病 院  
北 田 内 科 医 院  
森 田 小 児 科医院  
会 津 ク リ ニック  
寿 松 堂 渡 辺医院  
小 野 病 院  
福田耳鼻咽喉科醫院 
たてうまクリニック 
さとう小児科医院 
えんどうクリニック 
有 隣 病 院  
藤 井 医 院  
佐藤整形外科医院 

0241（22）2181 
0241（22）0212 
0242（29）1133 
0242（32）3330 
0242（28）1205 
0242（83）2136 
0241（22）0414 
0241（25）7066 
0242（33）1024 
0242（26）3515 
0242（22）0289 
0241（24）5021 
0241（27）4031 
0242（22）7180 
0242（24）0506 
0242（37）1456 
0242（83）0303 
0241（22）5321 
0241（22）0034 
0242（38）3676 
0242（27）4601 
0242（27）0707 
0241（22）2181 
0241（24）3333 
0242（38）2661 
0242（27）7686 
0242（38）1150 
0242（83）3125 
0241（22）0414 
0241（24）4187 
0242（29）2112 
0242（24）0830 
0242（33）0700 
0241（24）5021 
0241（23）0023 
0242（83）1155

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
会津坂下町 

９月６日（第１週）受付時間11時まで 
９月20日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

斎 藤 歯 科 医 院  
こ し ば 歯 科  
さいとう歯科クリニック 
け い こ 歯 科  
江 川 歯 科 医 院  
本 間 歯 科  
井 草 歯 科 医 院  
高 島 歯 科  
斉 藤 歯 科 医 院  
高 島 （ 慎 ）歯科  
猪 俣 歯 科 医 院  
高 橋 歯 科  

0241（27）7711 
0242（27）4374 
0241（38）3910 
0242（29）0550 
0242（56）2118 
0242（22）0922 
0241（22）1563 
0242（22）2539 
0242（66）2341 
0242（27）7557 
0242（83）3100 
0242（28）4363

7 
（日） 

14 
（日） 

15 
（月） 

21 
（日） 

23 
（火） 

28 
（日） 

7 
（日） 

14 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

15 
（月） 

21 
（日） 

23 
（火） 

28 
（日） 

10／5 
（日） 


